
東京地区海の安全運動推進連絡会議

令和８年度
海の安全運動推進連絡会議

議題１
令和７年度東京地区海の安全運動実施結果報告

議題２
令和８年度海の安全運動実施計画及び

東京地区海の安全運動実施計画(案)
令和８年４月８日(水）

東京港湾合同庁舎９F共用会議室
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東京地区海の安全運動推進連絡会議

議題１
令和７年度東京地区海の安全運動実施結果報告

・令和７年度の活動概要及び結果

・令和７年 東京港内の海難・人身事故発生状況等
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令和７年度 「海の安全運動」の概要
下記キャンペーン期間中に、「重点的な」海の安全運動を展開

令和７年度 海の安全運動の概要
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○小型船舶に対する安全啓発

・東京港におけるルール・マナーの周知

○マリンレジャーに対する海難防止

・１都３県（東京・埼玉・群馬・栃木）

居住者に向けた啓発活動

【東京地区の主な活動事項】

令和７年度 海の安全運動の概要
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令和７年

船舶事故・人身事故発生状況等

東京地区海の安全運動推進連絡会議 5



第三管区管内における船舶事故発生状況
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第三管区管内における船舶事故発生状況
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第三管区管内における船舶事故発生状況
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令和７年 東京管内 船舶事故発生状況

船舶海難発生分布図
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船種別発生隻数 別ファイルで作成

5/20 PB 浸水

5/19 漁船
運航不能（推進器障害）

10/8 作業船・土砂運搬船 衝突

7/19 クラブ浚渫船
単独衝突

5/7 PB 火災

8/2 PB単独衝突

9/11 PB2隻 運航不能（無人漂流）

4/12 旅客船乗揚

6/14 PB2隻浸水
5/19 漁船 

 運航不能（推進器障害）

1/3 PB  運航不能（推進器障害）

5/1 PB 乗揚

11/20 PB 乗揚

2/28 PB 乗揚

8/24 PB 乗揚

5/1 押船乗揚

合計 １９隻
凡例

衝突  ２隻

単独衝突 ２隻

運航不能 ５隻

浸水 ３隻

乗揚 ６隻

           火災 1隻

※PB：プレジャーボート
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令和７年度に発生した海難トピックス

②１０月８日発生 豊洲運河内の衝突

①５月１日発生 旧江戸川河口における乗揚げ

当部作成リーフレットR2-R7乗揚発生場所

乗組員１名死亡
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令和７年 東京管内 船舶事故発生状況（過去５年）

船種別海難傾向（東京管内）

海難種類別傾向（東京管内）
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事故者のコメント
・見張りを十分に行っていなかった。相手船の
存在に気が付いた時にはもう避けることができ
なかった。
・事故海域を１００回以上航行したことがある
ものの、当日の潮汐を確認していなかった。

<衝突、乗揚発生原因>

東京管内における船舶事故発生状況
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その他（他船の過失等） 気象海象不注意

居眠り運航 見張り不十分

航路標識等誤認 水路調査不十分

船位不確認 操船不適切

避難時期不適切

<主な課題>

R3～R7
48隻

✓ プレジャーボートによる事故が最多
✓ 衝突・乗揚が最多
➢衝突の防止には見張りの徹底が重要
➢乗揚の防止には自船の位置確認や事前の水路調査・潮汐確認が重要
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令和７年 東京管内 人身事故発生状況

人身海難発生分布図
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１都３県に向けた海浜事故防止活動
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１都３県に向けた海浜事故防止活動
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令和７年度のデジタルサイネージ展開状況

１都３県に向けた海浜事故防止活動
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<船舶海難によらない乗船者の事故事故内容別>

東京管内における人身事故発生状況

✓  東京管内においてマリンレジャー事故は少ない（居住者の管外にお
ける事故は多数）

✓  船舶海難によらない乗船者の事故のうち、負傷が最多
✓  作業船における事故が最多
➢ マリンレジャー活動に伴う事故に対しては、不特定多数を対象とし
た海難防止活動であるデジタルサイネージが効果的

➢  工事・作業の申請等における安全指導を通じた海難防止啓発や
 工事・作業関係者における海難防止意識の醸成が重要

23

17

4
2

0

5

10

15

20

25

負傷 病気 海中転落 その他

<負傷船舶種類別>

【単位：人】

R3～R7
23人

作業船 
52％

貨物船 
30％

その他
18％

<主な課題>
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議題２
令和８年度海の安全運動実施計画及び

東京地区海の安全運動実施計画(案)
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令和８年度 海の安全運動推進連絡会議  活動方針

キャンペーン
（期間）

重点対象 主な実施事項

通年 プレジャーボートほか ※プレジャーボート（発航前点検の励行、適切な見張りの実施）
※水上オートバイ（遵守事項制度の周知、危険航行の防止）
※ミニボート（気象・海象不注意による転覆海難の防止）
※遊泳（管理された海水浴場での遊泳を実施）
※釣り（救命胴衣や適切な装備の着用に関する安全啓発）
※サーフィン（サーファー同士の接触事故防止）
※SUP（知識技能不足又は気象海象不注意による帰還不能の防止）

春の事故ゼロキャンペーン
（R7.4.19～R7.5.6）

各種マリンレジャー
（プレジャーボート・
遊漁船を含む）

※各種マリンレジャーにかかる海難防止意識の高揚を図る

霧海難ゼロキャンペーン
（R7.5.11～R7.5.31）

一般船舶（漁船・遊漁
船を含む）

※霧海難防止にかかる意識の高揚を図る

台風海難ゼロキャンペーン
（R7.6.10～R7.6.30）

一般船舶（漁船・遊漁
船を含む）

※台風海難の防止にかかる意識の高揚を図る

夏の事故ゼロキャンペーン
（R7.7.16～R7.8.31）

一般船舶（漁船・遊漁
船を含む）
各種マリンレジャー
（プレジャーボート・
遊漁船を含む）

※各種マリンレジャーにかかる海難防止意識の高揚及び海の事故
ゼロに向けた安全思想の普及・高揚を図る
※船舶運航にかかる海難防止意識の高揚を図る

秋の事故ゼロキャンペーン
（R7.10.1～R7.10.10）

遊漁船、ミニボート、
釣り人など

※主に釣りにかかる海難防止意識の高揚を図る
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下記キャンペーン期間中に、「重点的な」海の安全運動を展開

令和８年度 海の安全運動の概要

令和８年度 「海の安全運動」の概要
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令和８年度の東京地区活動方針【ポイント】

①小型船舶に対する安全啓発
・旧江戸川河口付近における乗揚防止

・東京港におけるルール・マナーの周知

  ・発航前点検の徹底、業者による定期点検の推進

②人身事故に対する安全啓発

・１都３県（東京・埼玉・群馬・栃木）居住者に向けた啓発活動

   ・工事・作業関係者の海難防止意識の醸成
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